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地下水位変動から推定したマグマ上昇量-有珠火山 2000 年噴火- 

Volume of magma migration estimated by amplitude of groundwater-level rises 
associated with the 2000 eruption of Usu volcano 
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有珠火山 2000 年噴火に伴い、噴火の 3 日前の地震数増加に伴って異常な地下水位上昇が観測された。DT1 観測
井では 4.07m 水位が上昇し、噴火の1 日前には自噴に至った。また DT2 観測井では、噴火前に 0.95m の水位上昇が
観測されている。これらの水位上昇はマグマの上昇に伴う地殻歪変化によって引き起こされたと考えられ、地球潮
汐および海洋潮汐を用いた水位解析からその歪量は3.8x10^-7 から 1.47x10^-5 の縮みと推定される。茂木モデル
を用いると、この歪量は有珠火山直下における 5x10^6 から 1x10^7 立方メートルの体積膨張に相当し、これに匹敵
するマグマが噴火の前に上昇したものと予想される。 

 
 
有珠火山 2000 年噴火の 3 日前の地震数増加にともない，非常に大きな水位上昇が観測された。山頂から約 6km

離れた DT1 観測井では、水位は 4.07m 上昇し、噴火の 1 日前には自噴に至った。また山頂から約 9km 離れた DT2
観測井では、噴火前に0.95m の水位上昇が観測された。これらの水位上昇はマグマの上昇に伴う地殻歪変化によっ
て引き起こされたと考えられる。地球潮汐および海洋潮汐を用いて水位上昇を歪量に換算すると、3.8x10^-7 から
1.47x10^-5 の縮みとなる。茂木モデルを用いると、この歪量は有珠火山直下における5x10^6 から 1x10^7 立方メー
トルの体積膨張に相当し、これに匹敵するマグマが噴火の前に上昇したものと予想される。DT2 付近における国土
地理院による GPS の観測結果は、水位上昇から推定した5x10^6 立方メートルのマグマの体積膨張のモデルと一致
する。 


